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“分子システム化学”は分子の自己組織化
を利用して、その集積・階層構造を制御し、
個々の分子を超える“システム”として
の機能創発を目指す化学である。生体細
胞を舞台とする連鎖的な触媒反応や光合
成反応はその規範であるが、個々の分子
が潜在的にもつ光学的、電気的、磁気的、
触媒的機能を協奏的な新機能の創発に結
び付ける“分子システム化”の方法論は、
次世代機能材料の設計基盤をなすことが
期待される。本特集では、有機分子、生
命分子、金属錯体、金属酸化物などの多
彩な分子やナノマテリアルを対象に、そ
れらの組織化現象に基づく分子システム
化学について紹介する。
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